
二
〇
九

郷
土
の
本
紹
介　

令
和
元
年
度
（
平
成
30
年
10
月
～
令
和
元
年
10
月
受
入
れ
）

資
料
提
供
―
―
市
立
米
沢
図
書
館

No

書　
　
　
　
　

名

著
者
名

出
版
社

分
類
記
号

出
版
年

内　
　
　
　

容　
　
　
　

等

1

米
沢
の
神
社
・
堂
宮
13

　

―
東
部
・
松
川
地
区
―

市
立
米
沢
図
書
館

米
沢
市
教
育

委
員
会

Ｋ
１
７
５

２
０
１
９
・
３

市
立
米
沢
図
書
館
が
平
成
17
年
か
ら
行
っ
て
い
る
各
地
区
の
神
社
・
堂
宮

の
調
査
報
告
書
。
平
成
30
年
度
は
東
部
・
松
川
地
区
の
調
査
を
行
っ
た
。

2

庄
内
藩
の
戊
辰
戦
争

阿
部　

博
之

阿
部　

博
之

Ｋ
２
１
０

２
０
１
８
・
10

２
０
１
８
年
は
戊
辰
戦
争
１
５
０
年
の
記
念
の
年
。
本
書
は
庄
内
藩
側
か
ら
の

視
点
で
戊
辰
戦
争
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。

3

戦
国
期
境
目
の
研
究

大
貫　

茂
紀

高
志
書
院

Ｋ
２
１
０

２
０
１
８
・
10

戦
国
時
代
の
境
目
の
研
究
と
し
て
、
上
杉
家
臣
の
発
智
氏
や
栗
林
氏
、
小
川
城

（
群
馬
県
み
な
か
み
町
）
の
小
川
氏
の
動
向
を
探
る
研
究
を
収
録
。

4

戦
国
時
代
の
大
名
と
国
衆

戦
国
史
研
究
会
⑊

編

戎
光
祥
出
版

Ｋ
２
１
０

２
０
１
８
・
12

丸
島
和
洋
「
上
杉
氏
に
お
け
る
国
衆
の
譜
代
化　

北
条
・
毛
利
安
田
氏
を
素
材

に
」
を
収
録
。

5

歴
史
の
中
の
人
物
像

樋
口　

州
男
⑊
編

著

小
径
社

Ｋ
２
１
０

２
０
１
９
・
４

宮
田
直
樹
「
上
杉
鷹
山
と
細
井
平
洲-

史
跡
上
杉
治
憲
敬
師
郊
迎
跡
の
語
る
も

の
」
を
収
録
。

6

特
別
展 

上
杉
家 

葵
の
姫
の

も
の
が
た
り

米
沢
市
上
杉
博
物

館

米
沢
市
上
杉

博
物
館

Ｋ
２
１
０

２
０
１
９
・
４

２
０
１
９
年
４
月
20
日
か
ら
６
月
９
日
ま
で
、
米
沢
市
上
杉
博
物
館
で
行
わ
れ

た
特
別
展
「
上
杉
家　

葵
の
姫
の
も
の
が
た
り-

徳
川
家
三
姉
妹
の
守
刀-

」

展
の
図
版
目
録
。

7

特
別
展 

上
杉
家 

武
家
の
文
化 

公
家
の
文
化

米
沢
市
上
杉
博
物

館

米
沢
市
上
杉

博
物
館

Ｋ
２
１
０

２
０
１
９
・
９

２
０
１
９
年
９
月
21
日
か
ら
11
月
24
日
の
会
期
で
米
沢
市
上
杉
博
物
館
で
開
催

さ
れ
て
い
る
、特
別
展「
上
杉
家　

武
家
の
文
化　

公
家
の
文
化
」の
図
版
目
録
。

8

東
北
の
幕
末
維
新

友
田　

昌
宏

吉
川
弘
文
館

Ｋ
２
１
２
２
０
１
８
・
11

米
沢
藩
士
の
甘
糟
継
成
・
宮
島
誠
一
郎
・
雲
井
龍
雄
の
３
人
物
に
焦
点
を
当
て
、

幕
末
期
、
彼
ら
は
い
か
に
し
て
情
報
を
収
集
し
、
思
想
を
紡
い
で
い
っ
た
の
か
、

新
た
な
視
点
で
迫
る
好
書
。

9

長
井
市
史　

通
史
編 

第
１
巻

長
井
市
史
編
纂
委

員
会

長
井
市

Ｋ
２
１
２
２
０
１
９
・
３

市
制
施
行
60
年
を
期
に
新
た
に
編
纂
さ
れ
た
市
史
。
最
新
の
発
掘
成
果
や
、
長

井
荘
に
関
す
る
新
発
見
資
料
を
紹
介
。

10

最
上
義
光
の
城
郭
と
合
戦

保
角　

里
志

戎
光
祥
出
版

Ｋ
２
１
２
２
０
１
９
・
８

最
上
氏
の
歴
史
と
、
県
内
の
城
郭
を
紹
介
。
市
内
で
は
木
和
田
城
と
舘
山
城
が

取
り
上
げ
ら
れ
る
。

11

戊
辰
之
役
の
あ
る
き
か
た

戊
辰
之
役
の
あ
る

き
か
た
編
集
部

ぷ
ら
っ
と　

ほ
ー
む

Ｋ
２
１
２
２
０
１
９
・
２
「
や
ま
が
た
の
戊
辰
戦
争
」
を
テ
ー
マ
に
、
関
連
す
る
県
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
場

所
に
つ
い
て
紹
介
・
案
内
し
て
い
く
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
。

12

武
田
信
玄
と
上
杉
謙
信

山
本　

博
文
⑊
監
修
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

Ｋ
２
８　

２
０
１
９
・
１

漫
画
を
用
い
て
分
か
り
易
く
武
田
信
玄
・
上
杉
謙
信
の
生
涯
に
迫
る
本
。

13

A
 Life of Y

ozan

武
田 

徹
、
リ
ー
・

デ
イ
ル

歴
史
春
秋
出

版

Ｋ
２
８
１
２
０
１
９
・
４

内
村
鑑
三
が
英
文
で
紹
介
し
た
『
代
表
的
日
本
人
』
の
中
の
上
杉
鷹
山
を
、
現

代
語
の
英
語
に
改
め
て
紹
介
。
著
者
は
福
島
県
の
高
校
で
長
年
英
語
教
師
を
つ

と
め
、
東
日
本
大
震
災
で
米
沢
に
避
難
し
て
い
る
。



二
一
〇
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名

著
者
名

出
版
社
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類
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出
版
年
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容　
　
　
　

等

14

戦
国
大
名
伊
達
氏

遠
藤
ゆ
り
子
⑊
編

著

戎
光
祥
出
版

Ｋ
２
８
８

２
０
１
９
・
４

遠
藤
ゆ
り
子
「
伊
達
領
国
下
の
置
賜
地
方　

戦
国
時
代
の
長
井
荘
と
村
落
」、

渋
谷
敏
己「
伊
達
氏
の
領
国
支
配
の
強
化
と
諸
役
特
権『
晴
宗
公
采
地
下
賜
録
』

に
み
る
置
賜
地
方
を
中
心
に
し
て
」
を
収
録
。

15

上
杉
謙
信　
「
義
の
武
将
」

の
激
情
と
苦
悩

今
福　

匡

星
海
社

Ｋ
２
８
９

２
０
１
８
・
10

謙
信
は
「
義
の
武
将
」
と
し
て
著
名
だ
が
、
戦
国
武
将
と
し
て
の
苦
悩
や
、

武
田
謙
信
に
対
す
る
激
情
を
紹
介
す
る
。
新
書
で
あ
る
が
、
一
次
資
料
を
丹

念
に
追
っ
て
謙
信
の
実
像
に
迫
る
。

16

吉
良
上
野
介
義
央
・
富
子

夫
妻
の
語
り
部

西
尾
市
教
育
委
員

会
⑊
編

西
尾
市

Ｋ
２
８
９

２
０
１
８
・
９

吉
良
家
を
め
ぐ
る
動
き
、
義
央
・
富
子
夫
婦
の
ゆ
か
り
の
品
か
ら
二
人
に
せ

ま
る
。

17

香
坂
家
私
史

香
坂　

昌
道

香
坂　

昌
道

Ｋ
２
８
９

２
０
１
８
・
７

二
つ
の
香
坂
家
が
ど
の
よ
う
な
つ
な
が
り
を
も
ち
、
上
杉
家
の
家
臣
と
な
り

後
世
ま
で
残
っ
て
い
っ
た
の
か
が
紹
介
さ
れ
る
。

18

品
川
弥
二
郎
と
平
田
東
助

舩
山　

達
郎

山
形
お
き
た
ま

農
業
協
同
組
合

Ｋ
２
８
９

２
０
１
９
・
３

著
者
は
山
形
お
き
た
ま
農
協
の
初
代
会
長
。
品
川
弥
二
郎
と
東
助
の
関
係
や
、

平
田
東
助
像
の
米
沢
移
転
に
関
し
て
記
載
。

19

平
田
東
助
像
ふ
る
さ
と
米

沢
に

市
立
米
沢
図
書
館

米
沢
市

Ｋ
２
８
９

２
０
１
９
・
８

２
０
１
９
年
８
月
に
東
京
に
あ
っ
た
平
田
東
助
像
が
米
沢
に
移
設
さ
れ
た
。
そ

れ
に
合
わ
せ
図
書
館
の
先
人
顕
彰
コ
ー
ナ
ー
で
開
催
さ
れ
た
平
田
東
助
展
で
配

布
さ
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
。

20

米
沢
の
旧
町
名
と
地
域
づ

く
り

香
坂　

文
夫

香
坂　

文
夫

Ｋ
２
９
１
２
０
１
９
・
３

米
沢
の
旧
町
名
と
由
来
と
位
置
や
、
城
下
町
米
沢
の
歴
史
や
特
色
を
記
載
。
旧

町
名
の
標
柱
や
案
内
板
も
収
録
す
る
。

21

Y
O

N
E

Z
A

W
A

 B
rand 

Book

米
沢
市
産
業
部
農
林
課
米

沢
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室

米
沢
市
産
業
部
農
林

課
米
沢
ブ
ラ
ン
ド
推

進
室

Ｋ
３
１
８

２
０
１
８
・
11

米
沢
ブ
ラ
ン
ド
を
紹
介
す
る
本
。

22

米
沢
藩
の
天
明
三
年
救
荒

書 

「
飯
粮
集
」
を
読
む

髙
橋　

敬
一

米
沢
古
文
書

研
究
会

Ｋ
４
５
１
２
０
１
９
・
３

当
館
所
蔵
の
飯
粮
集
（
林
泉
文
庫
６
１
０
）
の
原
文
の
画
像
と
、
解
読
・
解

説
を
併
記
し
、
古
文
書
解
読
の
テ
キ
ス
ト
に
も
利
用
で
き
る
。

23

米
沢
の
花

安
原　

修
次

ほ
お
ず
き
書

籍

Ｋ
４
７
２
２
０
１
９
・
６

県
外
在
住
の
著
者
が
、半
年
か
け
て
米
沢
に
咲
く
花
々
を
撮
影
、編
集
し
た
本
。

24

近
世
城
郭
の
謎
を
解
く

城
郭
史
料
研
究
会
⑊
編

戎
光
祥
出
版

Ｋ
５
２
１
２
０
１
９
・
５

米
沢
城
に
つ
い
て
の
記
載
有
。

25

普
門
院
の
あ
ゆ
み
と
普
門

院
庫
裏
保
存
修
理
の
記
録

宮
田　

直
樹
⑊
編

普
門
院

Ｋ
５
２
１
２
０
１
９
・
６
史
跡
上
杉
治
憲
敬
師
郊
迎
跡
（
普
門
院
庫
裏
）
の
保
存
修
理
工
事
の
竣
工
を

記
念
し
、
普
門
院
の
歴
史
や
、
保
存
修
理
工
事
や
発
掘
調
査
の
成
果
に
つ
い

て
記
載
。

26

つ
な
ぐ

お
き
た
ま
食
文
化
研

究
会

お
き
た
ま
食
文
化

研
究
会

Ｋ
５
９
６
２
０
１
８
・
11
冷
や
し
汁
・
ひ
ょ
う
の
お
ひ
た
し
・
塩
引
き
寿
司
な
ど
、
保
存
食
・
発
酵
食

を
中
心
と
し
た
置
賜
の
伝
承
料
理
を
紹
介
。



二
一
一

No

書　
　
　
　
　

名

著
者
名

出
版
社

分
類
記
号

出
版
年

内　
　
　
　

容　
　
　
　

等

27

情
景
の
旅
人　

遠
藤
桑
珠
遺

作
展

遠
藤
桑
珠
遺
作
展

実
行
委
員
会

遠
藤
桑
珠
遺

作
展
実
行
委

員
会

Ｋ
７
２
１
２
０
１
８
・
12
２
０
１
８
年
12
月
１
日
か
ら
９
日
の
会
期
で
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
開
催
し

て
い
た
「
ふ
る
さ
と
山
形
が
生
ん
だ
大
地
の
画
家　

情
景
の
旅
人　

遠
藤
桑

珠
遺
作
展
」
の
図
版
目
録
。

28

福
王
寺
一
彦 

福
王
寺
み
ど

り
こ
の
世
界

福
王
寺
一
彦
・
み
ど

り
こ
展
実
行
委
員
会

福
王
寺
一
彦
・

み
ど
り
こ
展

実
行
委
員
会

Ｋ
７
２
１
２
０
１
９
・
６
令
和
元
年
６
月
19
日
か
ら
６
月
30
日
の
会
期
で
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
お
こ

な
わ
れ
た
「
福
王
寺
一
彦
・
福
王
寺
み
ど
り
こ
の
世
界
」
展
の
図
版
目
録
。

29

生
誕
１
０
０
年 
日
本
画
家 

福
王
寺
法
林

米
沢
市
上
杉
博
物

館

米
沢
市
上
杉

博
物
館

Ｋ
７
２
１
２
０
１
９
・
６
２
０
１
９
年
６
月
15
日
か
ら
８
月
４
日
の
会
期
で
上
杉
博
物
館
で
お
こ
な
わ

れ
た
「
生
誕
１
０
０
年　

日
本
画
家　

福
王
寺
法
林
展　

自
然
へ
の
眼
差
し
」

の
図
版
目
録
。

30

女
で
す
も
の
泣
き
は
し
な
い

湯
川
れ
い
子

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ

Ａ
Ｗ
Ａ

Ｋ
７
６
４
２
０
１
８
・
11
音
楽
評
論
家
の
湯
川
れ
い
子
の
自
伝
エ
ッ
セ
イ
。
祖
父
や
父
の
故
郷
で
あ
る

米
沢
に
疎
開
し
た
話
も
収
録
さ
れ
る
。

31

読
む
方
言
辞
典　

置
賜
の

こ
と
ば
百
科　

増
補
版

菊
地　

直

菊
地　

直

Ｋ
８
１
８
２
０
１
８
・
11
置
賜
の
方
言
を
ま
と
め
た
「
置
賜
の
こ
と
ば
百
科
」
の
増
補
版
。
新
た
に
追

加
し
た
方
言
、追
加
補
正
し
た
方
言
と
共
に
、共
通
語
か
ら
引
く
索
引
も
収
録
。

32

木
も
れ
び
よ
り

か
め
お
か
あ
き
こ

ス
マ
イ
ル　

ブ
ッ
ク
ス

Ｋ
９
１　

２
０
１
８
・
12
著
者
は
米
沢
出
身
の
絵
本
作
家
・
亀
岡
亜
希
子
。
31
の
心
に
響
く
言
葉
と
、
ほ

の
ぼ
の
と
し
た
絵
が
織
り
な
す
作
品
。

33

喫
茶
ホ
ー
リ
ー

か
め
お
か
あ
き
こ

い
の
ち
の
こ

と
ば
社

Ｋ
９
１　

２
０
１
９
・
７
月
刊
誌
「
百
万
人
の
福
音
」
に
連
載
さ
れ
た
漫
画
の
単
行
本
。
ビ
ー
グ
ル
犬
が

マ
ス
タ
ー
を
務
め
る
「
喫
茶
ホ
ー
リ
ー
」
を
舞
台
に
、
あ
り
ふ
れ
た
幸
福
や
悩

み
な
ど
描
く
。

34

お
お
き
く
そ
だ
て
！
よ
ね

ざ
わ
の
も
ぉ
～

安
部　

貴
洋
⑊
監

修

米
沢
市
食
育

推
進
協
議
会

Ｋ
９
１　

２
０
１
９
・
３
米
沢
で
つ
く
ら
れ
た
食
べ
物
に
興
味
を
持
つ
よ
う
作
成
し
た
米
沢
市
食
育
絵
本
。

米
沢
栄
養
大
学
の
先
生
や
生
徒
が
原
案
作
成
や
取
材
に
あ
た
っ
た
。『
さ
く
ら
ん

ぼ
が
り
に
い
っ
た
よ
』
も
同
時
発
行
。　

35

藤
沢
周
平
と
米
沢

鶴
岡
市
立
藤
沢
周

平
記
念
館

鶴
岡
市
立
藤

沢
周
平
記
念

館

Ｋ
９
１
０
２
０
１
９
・
９
令
和
元
年
９
月
27
日
か
ら
令
和
２
年
３
月
31
日
ま
で
、
鶴
岡
市
藤
沢
周
平
記

念
館
で
行
わ
れ
る
企
画
展
「
藤
沢
周
平
と
米
沢
」
の
図
版
目
録
。
当
館
か
ら

も
出
展
あ
り
。

36

現
代
語
訳　

童
子
百
物
か
た

り　

―
東
北
・
米
沢
の
怪
異

譚

吉
田　

綱
富
⑊
著

水
野　

道
子
⑊
訳

七
月
社

Ｋ
９
１
３
２
０
１
９
・
３
米
沢
藩
士
の
吉
田
綱
富
が
天
保
12
年
に
纏
め
た
「
童
子
百
物
語
」。
笑
い
話
や

疫
病
神
の
話
な
ど
を
集
め
た
怪
異
譚
。
そ
れ
を
子
孫
に
あ
た
る
水
野
道
子
氏

が
現
代
語
訳
し
て
紹
介
。

37

昭
和
か
ら
の
エ
ー
ル　

青
春
、
幼
少
期
編
・
そ
の
７

伊
藤　

均

伊
藤　

均

Ｋ
９
１
４
２
０
１
９
・
６
米
沢
出
身
の
著
者
が
、
昭
和
期
の
米
沢
の
街
並
や
生
活
を
紹
介
す
る
シ
リ
ー

ズ
。
第
７
号
目
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
時
の
、
米
沢
で
の
聖
火
リ
レ
ー

に
つ
い
て
の
特
集
。

36

暮
ら
し
に
役
立
つ
か
ん
た
ん

マ
イ
ノ
ー
ト
＆
手
帳
術

m
izutam

a

エ
ク
ス
ナ
レ

ッ
ジ

Ｋ
０
０
２
２
０
１
５
・
５
著
者
は
米
沢
出
身
・
在
住
の
人
気
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
で
す
。


